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勤
労
者
の
仕
事
と
生
活
に
関
す
る
意
識
を

探
る
た
め
、
昨
年
一
二
月
に
実
施
し
た
「
第

六
回
勤
労
生
活
に
関
す
る
調
査
」（
五
月
八
日

記
者
発
表http://w

w
w
.jil.go.jp/press/

docum
ents/20120508.pdf

）
で
は
、
併
せ

て
「
被
災
地
支
援
に
関
す
る
意
識
」
を
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
取
り
上
げ
、
災

害
被
災
地
に
対
す
る
政
府
や
企
業
の
支
援
の

あ
り
方
と
と
も
に
、
支
援
と
負
担
の
関
係
に

つ
い
て
の
意
識
、
東
日
本
大
震
災
の
生
活
へ

の
影
響
―
―
な
ど
を
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
被
災
地
支
援
の
た
め
に
、
自
分
の

経
済
的
な
負
担
が
増
え
て
も
よ
い
と
思
う
か

に
つ
い
て
、「
負
担
が
増
え
て
も
い
い
」
と
す

る
割
合
は
六
四
・
九
％
と
六
割
を
超
え
、「
負

担
が
増
え
る
の
は
よ
く
な
い
」
と
す
る
否
定

派
（
三
一
・
六
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。
以
下
、
震
災
関
連
の
調
査
結
果
の
概
要

を
紹
介
す
る
。

  

東
日
本
大
震
災
の
仕
事
へ
の
影
響

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
状
況
に
つ
い

て
は
（
複
数
回
答
）、「
自
分
自
身
が
被
災
し

た
」
人
の
割
合
が
四
・
二
％
で
、「
家
族
・
親

戚
・
親
し
い
知
人
の
中
に
被
災
し
た
人
が
い

る
」
が
一
八
・
七
％
。
こ
の
い
ず
れ
に
も
あ

て
は
ま
ら
な
い
人
の
割
合
は
七
九
・
七
％
と

な
っ
て
お
り
、「
自
分
自
身
」
も
し
く
は
「
家

族
・
親
戚
・
知
人
」
が
被
災
し
た
人
の
割
合

は
全
体
の
二
〇
・
三
％
と
約
二
割
だ
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
か
か
わ
っ
て
、
仕
事
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
聞

い
た
と
こ
ろ
（
複
数
回
答
、
働
い
て
い
た
者

の
み
）、「
何
も
な
か
っ
た
」
と
い
う
人
の
割

合
が
六
六
・
九
％
と
も
っ
と
も
高
い
も
の
の
、

何
ら
か
の
影
響
が
あ
っ
た
人
を
み
る
と
、「
勤

務
時
間
の
変
更
な
ど
勤
務
や
仕
事
の
や
り
方

が
普
段
と
違
う
対
応
と
な
っ
た
」
割
合
が
一

三
・
〇
％
と
高
く
、
次
い
で
「
仕
事
が
減
っ

た
」（
一
一
・
五
％
）、「
収
入
が
減
っ
た
」（
八
・

七
％
）、「
職
場
か
ら
帰
宅
す
る
の
が
困
難
に

な
っ
た
」（
七
・
八
％
）、「
休
暇
が
増
え
た
」

（
三
・
一
％
）、「
失
業
し
た
」（
〇
・
七
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
１
）。

  

大
規
模
自
然
災
害
に
関
す
る
意
識

　

今
ま
で
に
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大

地
震
や
津
波
、
暴
風
、
洪
水
、
高
潮
、
噴
火

な
ど
の
異
常
な
自
然
現
象
に
よ
っ
て
、
家
や

建
物
が
壊
れ
た
り
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
が

止
ま
っ
て
し
ま
い
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
よ
う
な
大
規
模
自
然
災
害
を
経
験
し
た

こ
と
が
あ
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、約
八
割（
七

九
・
一
％
）
が
「
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
」

と
し
て
お
り
、「
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
」
の

は
二
〇
・
六
％
と
約
二
割
だ
っ
た
。
年
齢
階

層
別
に
み
る
と
、
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
が
、

六
〇
歳
以
上
で
は
経
験
し
て
い
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。

　

今
後
一
〇
年
ぐ
ら
い
の
間
に
、
大
規
模
な

自
然
災
害
を
経
験
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、「
あ
る
と
思
う
」
割
合
が

６
割
強
が
被
災
地
支
援
の
た
め
の
経
済
的
負
担
増
を
容
認

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
「
第
６
回
勤
労
生
活
に
関
す
る
調
査
」
結
果

調
査
・
解
析
部
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図表１　東日本大震災の仕事への影響（複数回答）

図表２　大規模自然災害の経験
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七
六
・
一
％
と
大
多
数
で
、「
な
い
と
思
う
」

（
一
八
・
五
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

過
去
の
大
規
模
自
然
災
害
の
経
験
や
東
日
本

大
震
災
で
の
被
災
状
況
の
影
響
を
み
た
と
こ

ろ
、
い
ず
れ
も
顕
著
な
違
い
は
見
ら
れ
ず
、

過
去
の
経
験
の
有
無
は
今
後
の
災
害
の
可
能

性
の
意
識
に
は
直
接
影
響
を
あ
た
え
て
い
な

い
よ
う
だ
。
ま
た
、
性
別
に
よ
る
違
い
も
あ

ま
り
み
ら
れ
な
い
。
年
齢
階
層
別
で
は
若
干

の
変
化
が
あ
り
、
四
〇
歳
代
以
降
、
年
齢
が

上
が
る
に
従
っ
て
「
な
い
と
思
う
」「
わ
か
ら

な
い
」
と
す
る
割
合
が
高
ま
っ
て
お
り
、
七

〇
歳
以
上
で
は
「
あ
る
と
思
う
」
割
合
が
六

割
を
切
っ
て
い
る
（
図
表
３
）。

　

震
災
を
契
機
に
、
家
族
の
絆
が
マ
ス
コ
ミ

報
道
な
ど
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
大
規
模
な
自
然
災
害
を
経
験
す
る

可
能
性
の
認
識
と
家
庭
生
活
に
費
や
す
時
間

の
あ
り
方
の
関
係
を
み
る
と
、
経
験
す
る
可

能
性
が
高
い
と
認
識
し
て
い
る
ほ
ど
、
家
庭

生
活
に
費
や
す
時
間
を
「
増
や
し
た
い
」
と

考
え
て
い
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
可

能
性
が
「
か
な
り
あ
る
」
と
感
じ
て
い
る
人

で
、
家
族
と
の
時
間
を
「
増
や
し
た
い
」
人

は
四
〇
・
三
％
、
可
能
性
が
「
あ
る
程
度
あ

る
」
と
し
て
い
る
人
で
は
三
九
・
八
％
が
時

間
を
「
増
や
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。
一
方
、

可
能
性
が
「
あ
ま
り
な
い
」
と
考
え
て
い
る

人
で
時
間
を
「
増
や
し
た
い
」
人
は
三
一
・

五
％
、
可
能
性
が
「
ま
っ
た
く
な
い
」
と
い

う
人
で
「
増
や
し
た
い
」
人
は
二
五
・
四
％

と
な
っ
て
い
る
（
図
表
４
）。

  

被
災
に
よ
る
失
業
者
へ
の
支
援

　

大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
っ
て
失
業
し
た

人
た
ち
に
対
し
て
、
通
常
の
失
業
者
よ
り
も

手
厚
い
支
援
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
肯
定
派
」

（「
よ
い
と
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
よ

い
と
思
う
」
の
合
計
）
が
九
四
・
七
％
と
大

多
数
を
占
め
、「
否
定
派
」（「
よ
く
な
い
と
思

う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
よ
く
な
い
と
思

う
」
の
合
計
）
は
三
・
八
％
と
わ
ず
か
だ
っ

た
。
男
女
別
、
年
齢
別
に
み
て
も
、
七
〇
歳

以
上
で
「
わ
か
ら
な
い
」
が
若
干
高
く
出
て

い
る
も
の
の
、
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い

（
図
表
５
）。

　

被
災
に
よ
る
失
業
者
に
対
す
る
手
厚
い
支

援
策
を
肯
定
す
る
人
に
、
も
っ
と
も
手
厚
く

行
う
べ
き
支
援
策
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
被
災

者
へ
の
生
活
保
障
」
が
三
六
・
〇
％
と
も
っ
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図表３　今後10年間で大規模自然災害を経験する可能性

図表４　家庭生活に費やす時間と大規模災害の可能性認識

図表５　大規模自然災害による失業者への手厚い支援



特集―震災後１年を経てみえてきた課題

Business Labor Trend 2012.6

44

と
も
高
く
、
次
い
で
「
被
災
者
の
求
職
活
動

の
支
援
（
職
業
紹
介
、
情
報
提
供
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
等
）」（
二
八
・
六
％
）、「
雇
用
の
受

け
皿
と
な
る
企
業
の
支
援
」（
二
三
・
三
％
）、

「
被
災
地
域
の
就
職
困
難
者
（
高
齢
者
、
障

害
者
等
）
の
就
業
支
援
」（
八
・
八
％
）、「
被

災
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
の
充
実
」

（
一
・
八
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図
表

６
）。

  

被
災
地
支
援
と
負
担
に
関
す
る
意
識

　

被
災
地
支
援
の
た
め
に
、
自
分
の
経
済
的

な
負
担
が
増
え
て
も
よ
い
と
思
う
か
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
負
担
が
増
え
て
も
よ
い
」
と
す
る

割
合
（「
よ
い
と
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
よ
い
と
思
う
」
の
合
計
）
は
六
四
・
九
％

と
六
割
を
超
え
、「
負
担
が
増
え
る
の
は
よ
く

な
い
」（「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
よ
く
な
い
と

思
う
」「
よ
く
な
い
と
思
う
」
の
合
計
）
と
す

る
否
定
派
の
三
一
・
六
％
を
大
き
く
上
回
っ

た
。
男
女
別
で
み
る
と
、
女
性
で
否
定
派
が

若
干
多
く
、
年
齢
階
層
別
で
は
、
三
〇
歳
代

と
、
七
〇
歳
代
で
否
定
派
が
比
較
的
多
く
な

っ
て
い
る
（
図
表
７
）。

　

今
後
一
〇
年
間
に
大
規
模
自
然
災
害
を
経

験
す
る
と
思
う
か
ど
う
か
の
意
識
の
違
い
で

み
る
と
、
経
験
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う

ほ
ど
「
負
担
が
増
え
て
も
よ
い
」
と
し
て
お

り
、「
負
担
が
増
え
て
も
よ
い
」
と
い
う
人
の

割
合
は
、
可
能
性
が
「
ま
っ
た
く
な
い
と
思

う
」
人
で
五
四
・
〇
％
、
可
能
性
が
「
か
な

り
あ
る
と
思
う
」
人
で
は
大
幅
に
伸
び
て
七

〇
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
の
大
規
模

自
然
災
害
の
経
験
の
有
無
や
東
日
本
大
震
災

で
の
被
災
の
有
無
別
で
み
て
も
、
顕
著
な
違

い
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
有
無
別
で
は
、
参

加
し
た
人
の
方
が「
負
担
が
増
え
て
も
よ
い
」

と
す
る
割
合
が
高
く
、
被
災
地
で
の
参
加
と

被
災
地
以
外
で
の
参
加
を
比
べ
る
と
、
被
災

地
で
の
参
加
の
方
が
「
負
担
が
増
え
て
も
よ

い
」
と
す
る
割
合
が
若
干
高
く
な
っ
て
い
る

（
図
表
８
）。
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図表９　企業の自然災害被災地への支援
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37.4

32.8

31.3

31.6

31.6

21.7

21.6

32.4

【全体】

＜自然災害を経験する可能性＞

かなりあると思う

ある程度あると思う

あまりないと思う

まったくないと思う

わからない

＜大規模な自然災害の経験＞

経験したことがある

経験したことがない

＜東日本大震災での被災状況＞

自分自身、家族・親戚、知人が被災

上記以外

＜東日本大震災でのボランティア＞

被災地で参加した

被災地以外で参加した

参加しなかった

よいと思う わからない よくないと思う

図表８　被災地支援のための経済的負担増
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従業員をボランティアとして派遣すること

被災地に金銭を寄付すること

被災地に物資を寄付すること

行うべきだと思う わからない 行うべきだと思わない
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企
業
の
災
害
支
援

　

企
業
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
の
被
災
地

に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
べ
き
だ
と
思
う

か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
実
施
す
る
べ
き
」（「
行

う
べ
き
だ
と
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
行

う
べ
き
だ
と
思
う
」
の
合
計
）
と
す
る
割
合

が
も
っ
と
も
高
い
の
が
「
被
災
地
に
物
資
を

寄
付
す
る
こ
と
」
で
九
四
・
七
％
、
次
い
で

「
被
災
地
に
金
銭
を
寄
付
す
る
こ
と
」
が
九

三
・
一
％
、「
従
業
員
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
派
遣
す
る
こ
と
」
が
八
二
・
五
％
と
な
っ

て
い
る
（
図
表
９
）。

  

東
日
本
大
震
災
で
の
寄
付
行
為

　

東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
地
支
援
の
寄
付

行
為
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
寄
付
し
た

人
が
八
二
・
八
％
と
八
割
を
超
え
て
お
り
、

未
曽
有
の
大
災
害
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
（「
寄
付
し
な
か

っ
た
」
が
一
四
・
〇
％
、「
無
回
答
」
が
三
・

二
％
）。

　

男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
の
方
が
「
寄
付

し
な
か
っ
た
」
割
合
が
若
干
高
く
な
っ
て
い

る
。
年
齢
階
層
別
で
は
、
六
〇
歳
以
降
の
高

齢
者
で
、「
寄
付
し
な
か
っ
た
」
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
状
況
別
に
み
る
と
、

被
災
地
、
被
災
地
以
外
に
か
か
わ
ら
ず
、
参

加
し
た
人
で
は
「
寄
付
し
な
か
っ
た
」
割
合

が
非
常
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

寄
付
し
た
人
の
寄
付
金
額
（
合
計
）
の
分

布
を
み
る
と
、「
一
〇
〇
〇
円
～
五
〇
〇
〇
円

未
満
」
の
割
合
が
四
〇
・
七
％
と
も
っ
と
も

高
く
、
次
い
で
「
五
〇
〇
〇
円
～
一
万
円
未

満
」
が
一
九
・
八
％
、「
一
〇
〇
〇
円
未
満
」

が
一
七
・
七
％
、「
一
万
円
～
三
万
円
未
満
」

が
一
六
・
三
％
の
順
。「
一
〇
〇
〇
円
～
一

万
円
未
満
」
で
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。

　

寄
付
金
額
の
分
布
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
参
加
の
状
況
別
に
み
る
と
、
参
加
の
程
度

（
参
加
せ
ず
→
被
災
地
以
外
で
参
加
→
被
災

地
で
参
加
）
に
従
っ
て
、
額
水
準
が
高
く
な

っ
て
い
る
（
図
表
10
）。

（
主
任
調
査
員　

郡
司
正
人
）

図表10　東日本大震災での寄付金
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【全体】

＜性別・年齢＞

男性

女性

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

＜東日本大震災でのボランティア＞

被災地で参加した

被災地以外で参加した

参加しなかった

１，０００円未満 １，０００円～５，０００円未満

５，０００円～１万円未満 １万円～３万円未満

３万円～５万円未満 ５万円～１０万円未満

１０万円以上 寄付しなかった

不明
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